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HITAC E-800/E-600の開発と分散処理システム
Development of HITAC ト800/E-600 Distributed SYStemS

HITAC E-800/E-600システムは,分子牧処理時代に対応するために開発した言十号号二

機システムである｡

HITAC E-800は, ホストシステムとグ)較fナ作を市税Lたトランザクシ ョン処手取

志げ1jのシステムであり,トランザクション処粥11r小ナのハードウエア及び来秋作､拡

胎件のあるソフトウェア構造を採用している｡

HITAC E-600は,HITAClOII/10ⅠILの後納機であり,命令語の_卜位百二模作を

維持しながら,アドレス?た間を拡大Lたハードウエア及び対訪処押,オペレーティ

ングシステムの部品化を車視したソフトウェア構造を才采川している｡

口 緒 言

HITAC E-800/E-600システム(､以‾卜,E-800/E-600 と略

す｡)は,本格的分散処f即寺代に対一心するために開発された.汁

算機システムである｡本.論‾丈は,E-800/E-600の開発思想,

特長及び′実現方J〔について述べる｡
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切 開発思想

分散処理の概念をJ上兼に解釈した場†ナ,一方の極には,ホ

ストシステムでの処理形態をそのまま分7孜処理システムに適

1¶する場合があり,他方の極には,ミニコンピュータやイン

テリ ジュント端末で分散処理システムを構成する場合がある｡
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両極の間に多数の処理形態があるが,これらの分散処理シス

テムに特に要求される機能は次のとおりである｡

(1)トランザクション処理向きであること｡

(2)ネットワーク支援機能が充実していること｡

(3)非専門要員による取扱いが行なえること｡

更に,分散処理システムに限らず,ミニコンピュータの課

題として,

(1)システムの拡張性

(2)システム構築の生産仰向上

(3)RAS(Reliability,Availability,Serviceability)機能の

充実

について,配慮する必要がある｡

E-800/E-600は,ハ【ドゥェア捜術の進歩を背景に,分散

処理システム及びミニコンピュータの要求機能を満足させる

ために,ハードウェアとソフトウェアが--一体となり開発した

システムである｡

E-800は,ホストシステムとの繁子ナ惟を重視したトランザ

クション処理志向の分散処理システムであり,比較的大規模

なシステムを対象としている｡E-600は,HITAClOII/10ⅠIL

の後継機であり,装置への組込みなど,比較的ノト規模の分散

処理システムを対象としている｡

悪霊吉宗ろ三(BSCP)
スーパバイザ

回線制御機能

アクセス制御機能

巨デ…タアクセス制御機能通信アクセス制御機能

画面アクセス制御機能

パッチサブシステム制御機能

スプールサブシステム制御機能

基本ユーティリティ

ディスプレイサービス

注 プログラムプロダクト名(略称)

上記プログラムプロダクトを

構成するプログラム名

図2 DPOSの構成 E-800DPOSプログラムプロダクトの構成を示す.⊃
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l田 E-800システム

3.1 ハードウェアの構成

E-800のハードウェア構成を図1に示す｡

3.2 ソフトウェアの構成

E-800を支援するオペレーティングシステムDPOS(Dis-

tributed Processing Operating System)は,仝プログラム

がプログラムプロダクトとして提供される｡図2にDPOSプ

ログラムプロダクトの一覧を示す｡

3.3 DPOS開発のねらい

DPOS開発のねらいは,分言放処理時代に適したトランザク

ション処理志向のオペレーティングシステム(以下,OSと略

す｡J)の実現である｡すなわち,データの発生現場で即時に人

力し処理するのに適した応答竹三能(レスポンスタイム)重視形

のOSの開発である｡二のような分散処王里1rりきOSに要求され

る事項を以下に示す｡

(1)現場で人力されたデータを,ネ､ソトワークを通してE-800

やHITAC Mシリー-ズでデータ処理するための,効率良く拡

駄作のある,豊富なネットワーク支援機能｡

(2)ネットワ【クを往来するコードやデータの形式の統一だ

けでなく,分散処理機とホストシステムとの間のコンビュー

データベース制御機能(DBCF)

データベース制御機能

データベースサービス

対話サブシステム制御横能(1SCF)

クラスタノードサブシステム制御機能(CNSF)

コミュニケーションサブシステム制御機能(CSCF)

リアルタイムサブシステム制御機能(RSCF)

ファイル伝送プログラム(HIF什/"HNA”)

リモートバッチ端末処理プログラム(RESP/`■HNA-')

データファイルユーティリティ/ソースエントリユーティリティ(DF〕T/SE〕T)

データファイルユーティリティ

ソースエントリユーティリティ

端末シミュレータ(TSIM)

ソートマージ(SORT)

PASCALコンパイラ&ライブラリ(PASCAL-C&し)

PASCALコンパイラ

PASCA+ライブラり(PASCAL-L)

COBO+コンパイラ&ライブラリ(COBOL-C&+)

COBOLコンパイラ

COBO+ライブラリ(COBOL-L)

FORTRANコンパイラ&ライブラリ(FORTRAN-C&+)

FORTRANコンパイラ

FORTRANライブラり(FORTRAN-+)

アセンブラ(ASSM)

グラフィックサブルーチンパッケージ(BGSP)

XYプロッタルーチン(XYPLOT)
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効率の良いOSllオーバヘッドの少なし､OS
多重タスク処理志向の制御プログラム

最適化されたタスク制御

多重割込み支援構造

リエントラントオブジェクトプログラム作成

コンパイラ

各種アプリケー
ー■サブシステム化による最適化

ー∠ゝ

ソヨンヘの適口性 クラスタノードサブシステム制御横能

コミュニケ…ションサブシステム制御機能

リアルタイムサブシステム制御機能

ユーザーインタフェースの開放
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ソースエントリユーティリティ(SEUT)

テータフアイルユーティりテイ(口FUT)

ユーティりティの画面形パラメータ入力

バランストトリー形データベースの支援

ネットワークサービスの支援

高級言語によるトランザクション処王里プロ

グラムの記述

トランサクション処王里向きのサブシステム

制御機告巨の支援

端末シミュレータなどデバッグ機能の支援

専任オペレータ

不要システム

lリモートパワーオン･オフ機告巨

自動IP+スタート機能

拡張性と発展性

コンソールレスシステム

l多重処理数の量的拡張性

仮想化された論理インタフェースの採用

信
願ご′､

÷療
′と′

‥号保守十

性､

RAS機能l

二重化機能l

バックアップ機能I

l障害検出機能

障害記重量横能

リモートメンテナンス

lコンソール装置の切替え

SYSRESの切替え

1ファイルのバックアップユーティりテイ

ライブラリのバックアッ70ユーティりテイ

バックアップ切替え

図3 DPOSの開発目的と特長 DPOSの開発目的と特長を3段階に分けて,左から開発目的,その実現に必要な事項及びDPOSが採用Lた機能と特長の順

に示Lたものである`..

タ要員の交流や教育を含めて,効率良く システムを運営でき

るためのホストシス･テムとの幣fナ′性｡

(3)多量のトランザクションに対し,効率良く稚列処]曙でき

る多重処理形の,オーバヘッドの少ない効率の良いOS｡

(4)経済的なシステム,すなわち,システム建設の容易什,

専任オペレータ不要なシステム及びシステムの変更に対処し

やすい拡張性と発展件のあるOS構造｡

(5)長時間の連続運転に対処できる†吉相性と保守件をイ米つた

めのRAS機能,二重化機能及びバックアップ機能｡

以一卜の要求について,開発目的とその実現に必要な事項及

びDPOSが具体的に採用した機能と特長の3f那常について体

系化したものを図3に示す｡

3.4 トランザクション処理志向のハードウェア

効率の良いシステムを実現するために,OSの構造及び処

理方式の妄設計と1拒行して,ソフトウェアからみて効率の良い

ハードウェアがどうあるべきかについて検討し,次の結論を

得た｡

回線中継やクラスタ端末処理などの分散処理に用いられて

いる既存のハードウェアは,-一般的にミニコンピュータをコ

ンポ】ネントとしているものが大部分である｡一般にミニコ

ンピュータは,演算レジスタを介した語単位のデータ処理を

中心とした命令形式を手采用しているが,分散処理機のデータ

処理は,むしろビット又は可＼変艮桁数のバイト単位の処理が

中心となる｡分散処理機としてのE-800の開発に際し,望ま

しい命令アーキテクチャのさ央定のために､既存のモデルと し

て,金融業務用クラスタ端末処理ソフトウェアを解析した｡

その結果,図4に示すように従来のミニコンピュータの命令

で作成されたソフトウェアを,可変長のバイトの移動や比較

機能か強いHITAC Mシリーズ､命令に帯捜すると,約35%の実

行ステップ数を削減できることが判明した｡広し､アドレス空

間と,ホストシステムとの整合性及びトランザクション処理

に強い命令形式の3点が,HITAC Mシり一ズア”キテクチ

ャに準じたE-800アーキテクチャ採用の千里由である｡

上述の命令アーキテクチャのほかに,従来のミニコンピュ

ータと比較して‾卜記のハードウェアを装備することにより,

痛いトランザクション処理ノ性能を発挿できるシステムを実現

している｡

(1)Ⅰ/0(入出力装買)を含めたアドレス変換機構のハードウ

ェア装備と,ディスクへのオンデマンドページングを排した,

アドレス再ピ妃置方式の論理アドレスから物理アドレスヘの変

換｡

命令セットの差によるトランザクション処理実行ステップ数の比較

100
従来のミニコンピュータの命令

セット

一一′-35%

E-800命令セット

区14

の従来の

トランザクション処理向き命令セッ ト 語単位の処理が中心

ニコンピュータ命令セットで作成された金融業務用クラスタ端末ソ

フトウェアを.E-800が採用しているバイト処理に強い命令セットを用いて書き

換えると,実行ステッ70数が約35%削減される結果を得た‥
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(2)mSCALなどの高級言語でのプログラム記述に効米のあ

るレジスタスタックなどのファームウェア命令の装備｡

(3)入出力処理のオ【′ヾヘッド削減のための,CCW(チャネ

ル命令語)の採用と,最大1シリンダに及ぶディスクとの間の

データの一括転送ハードウェアの装備｡

(4)各種計測機器接続などのための多売レベル割込みハード

ウェアの装備｡

また,信頼性向_Lのため,以下のハ【ドゥェアを装備した｡⊃

(1)記憶保護キ【と書込み禁止フラグによる2層の記憶保.獲

(2)命令の再試行

(3)主記憶装置の1ビット誤りの日勤訂正

(4)ディスク入力障害時の不良セクタから交代セクタへのl′1

動切替え

3.5 DPOSの構造と処理方式

DPOSの設計の米本方針は,性能を煉点とLた_Lでのイン

タフェースの論理化と機能の階層構造化の追究である｡

(1)階層構造化とダイナミックリンク化

各種の機器や接続機構に対し,OSの拡肘隼を保ちながら

インタフェースの論理的統一一一を図るため,OS機能のモジュ

ール化と階層化を徽礁Lた｡すなわち,図5にホすように,

処理プログラムとハードウェアとの間を,(1)トランサクショ

ン制御層,(2)アクセス制御層,(3)ハードウェア制御層で結ぶ

構造とLた｡(1)はトランザクションとしてのデータ形式の論

理化,(2)は転送先と転送単位の論理化,(3)は接続手順の満仲

化を行なう層である｡また,各種のアプリケ【ションで共用

される(1)の一部及び(2),(3)については,OSのシステム石どi城

に必要なものだけを満配する形とし,メモリー1i有毒の最適化

とOSと処理プログラムの分離に.よる保守範囲のJd析化とを阿

った｡個々のアプリケ【ションにより異なることができる(1)

は,処理プログラムとトり一のパーティションに存イl二する方式

としたが,前項で述べた2屑の記憶伽i攫ハ【ドゥェアを汀Jい

て,トランザクション制御プログラムの保護を行なっている｡

また,処理プログラムとトランザクション制御屑との問グ)結

合は,実行時に行なわれるダイナミックリンクノブ一式とLた｡

以Lの結果,1パーティションでの1アプリケーションの実

現と記憶保護及びプログラムの分離保守の問糧を解決した｡

更に,図5にホすように,階層1別のインタフェースとして,

OSオーバヘッドが介小三するSVC(Supervisor Call)マクロ

を1経路で原則とLて1回で折むようにL,それ以外はFCAL

(Firmware Call)汀古令,BAL(Branch and Link)命令によ
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図6 E-600のハードウェアの構成 E-600のモデル3,モデル5ハー

ドウェアの機器構成を示す｡
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図5 DPOSの階層構造とインタフェース DPOSほ階層化されたOS構造により,システムの保守性及び発展性と,インタフェースの論理白勺統一を図っ

ている巾また･OSオーバヘッドを最小化するため･階層間インタフェースにOSオーバヘッドが介在するSVCマクロを発行するのを■経路で=司を原則とLている｡
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る制御の直接移行方式を採用し,オ【バヘッドの最′ト化を同

つた｡

(2)システム機能と構成のテⅧブルファイル化

OSをロ【ドモジュ【ル形式で‡泣供するのを恭本構造と し,

かつ基本プログラムやハートウェアの機能と構成,各棟のサ

ブシステム音別御機能の機能と構成を,各々構成定義フ7,イル

の形でテーブルファイル化する構造を採朋した｡システムの

立上げ,サブシステムf別御機能の起動時に,二の構成定義フ

ァイルに巷づきOS【〕ら機能と構成の稼動条件を決定する｡こ

の構造は,下記に述べるような利点をもっている｡

(1)各椎のアプリケーションに対応した標準的な構成完三兼フ

ァイルを提供することにより,ユーザーにとって復姓なゼネ

レーションが不要となる｡

(2)対話端末から対話形式で構成定義ファイルを作成,帽iEす

るだけで,システムの作成及び変覇王ができる｡

(3)分-～牧処王型機とLてのE-800グ)ディスクに,中央システム

から構成定義ファイルを送イ言することにより,いちいちプロ

グラムを送り挺すことな〈,各地のシステムの構成の変更と

管理を中央システムで一一桁して行なうことができる｡

3.6 適合分野

DPOSは,トランザクション処理を中心に,スプーリング機

能を含めたバッチ処理まで並行して実行できるシステムであ

り,ネットワーク分散処理,センサベースと技術計算,対話

形処理及びこれらのラ昆合システムを_上な適介分野とLている｡

田 E-600システム

4.lハードウェアの構成

E-600のハードウェア構成を図6に示す｡

4.2 ソフトウェアの構成

E-600を支援するOSのPSl(Programming System thel)

は,仝プログラムがプログラムプロダクトとして提供される｡

図7にPSlプログラムプロダクトの-一覧をホす｡

4.3 PSl開発のねらい

PSl開発のねらいは,分散処理時代に適Lたコンパクトな

対話処理志向のOSの実現と,ミニコンピュータの課題である

システムの生産件,拡鮨件の向上である｡

4.4 対話処理志向システムの実現

対話処理を効率良く実現するために,シンプルなプログラ

ム構造をとるとともに､強力な対話モニタ,フ7イル構造及

びテキストエディ タに重点を1置いて開発した｡

ファイル構造は,区18に示す構造をもち,デイレクトリが

ユ【ザ【対応に作成できる｡,更に,対i講モニタ使用時は,ア

クセスを開始するディレクトリの指1巨ができるので,目的の

デmタセットを効率良くアクセスすることができる｡

対話モニタは,表1に示す機能をもち,どの対話端末から

も実行を指示することができる｡

テキストエディタは,図9に示す機能をもち,かつ対話端

末のCRT(Cathode Ray Tube)を両面として使用するタイプ

のものである｡テキストエディタの処理対象ファイルは,ソ

ース,マクロ及びデ【タフアイルである｡テキストエディタ

は,複数の対話端末から同時に使用することができる｡

4.5 システムの生産性,

従来の16ビット ミニコ

レス能力の制限により,

ステムとしての生産性,

拡張性の向上

ンピュータは,メモリに対するアド

OSに多くの機能を付加できず,シ

拡張性に問題があった｡E-600シス

テムでは,HITAClOIIとのアーキテクチャ上の互換作を維

持しながら,メモリに対するハードウェアのアドレス指定能
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図7 PSlの体系 E-600のソフトウェアシステムPSlの構成図を示す
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MFD(Master File Directory)
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図8 ファイル構造の概念図 pslのファイル構造は.ディレクトリ

がユーザー対応に作成でき.目的のデータセットを効率良くアクセスできる｡
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表l対話モニタの機能 コマンドのカタログ化連続実行及び実行制

寺卸も可能である｡

項蕃 項 目 概 要

l
プログラム

の即時起動

システムが1是供するコマンドのはかに,ユーザープログ

ラムを端末からコマンドで直接呼び出L実行することが

できる｡

2
コ マ ン ド 複数個のコマンドをカタログすることができ,二れを-

プロシジャ 回の呼び出しで実行することができる二

3
コマンドの コマンドカタログ時,工FイHEN-EJSEなどの制御フロ

制御フロー -を使用できる｡

4
プロ ンプ 利用者が入力Lたコマンドに指定項目の不足がある場合,

テ ィ ング 対話モニタは不足部分の項の再入力を要求する_

5
ノヾッチ処‡里

との互換性

バッチ処理で作成Lたプログラムの対話処王里での利札

及び対話処理で作成Lたプログラムのバッチ処王里での利

用が可能である_′

利用者は端末使用開始時,LOGONコマンドでパスワード

6 横密保護 を入力しなければならない‥ 二れにより,対話モニタは

ユーザーの機密保護を行なう.1

行の編集l一行の作成l

行の削除l

行の挿入

行の置換】

行の複写l

行の移動l

文字列の編集Il文字列の検索l

文字列の置換l

文字列の削除】
ll

重､;…簑牽嚢奉窒′

ll

行の表示l

メンバの併合l
図9 テキストキディタの機能 フルスクリーンタイプのエディタで

あり,処理対象のファイルは,ソース,マクロ及びデータファイルであり,複

数のCRTから同時使用が可能である｢､

力を16ビ､ソトから20ビット(アーキテクチャ1二は32ビットま

で‡広張可能)に拡張している｡

このため,OSにも種々の機能を付加することができ,次に

述べるとおり,システムの生産性,拡鮎作がl〔り上Lている｡

(1)センサなどのリアルタイム処理及びオンライン処理を容

易に行なう機能を付加したPASCAL,FORTRAN,BASIC

など,豊富な高級言語によリブログラム作成ができる｡

(2)SAM(恨アクセス),ISAM(索引順アクセス)のほかに,

VAM(VirtualAccess Method)とし､うアクセス法を用意し,

ハードウェアの機器諸元の相違がソフトウェアに極力影響を

及ぼさないようにしている｡

(3)制御プログラムのメモリ吊り御は図10にホすとおりであり,

複数のユーザーパーティションが設定でき,かつ各パーティ

ション内で一つのプログラムと複数のタスクが同時動作でき,

システムの拡張性,利用率向上に富んでいる｡
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図10 メモリ分割の例 システムパーティションとユーザーパーティシ

ョンに分かれ,名パーティションではI本の7bログラムと複数のタスクが同時

動作が可能である

(4)以上述べたはか,オンラインプログラムの作成を容易に

するための各杵のプログラムもー土-とイ儲され,システムの牛虎件

を向卜している｡

4.6 適合分野

コンポーネント ミニコンピュータとして,OEM(Original

Equipment Manufacturer川J場巾‖ナにハードウェア,ソフト

ウェアをモジュ_-/レ化,パーツ化Lて,目的に応じた効率の

良いシステムが牌築できるようにLているとともに,OEM,

エンドユーザーでプログラム作成か容易になるよう高弟汲言語,

テキストエディタなどを完備した∩ 圭た,分散処王里ネットワ

ークとLては,ネットワークl勺の非"HNA''端末を支援する

システム内補間的なコンポーネントとして利用できるファイ

ル伝送プログラム,リモートジョブエントリプログラムを標

準･装備している｡

切 結 言

分倣処岬忘何のシステムとして,以上述べた設計思想,持

主一之をもつE-800/E-600の2機穐を開発した｡うー後,分散処理

システムの拡大,多様化に対処するため,両機種のエンハン

スを実施Lていく巧-えである｡

iLl+jシステムグ)開発に当たり,終始椎々の御指j尊をいただい

た一法】係糾正に対し,探く謝意を表わす次第である｡




